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研究成果の概要 

 本研究では、円偏光発光（CPL）の革新的基盤技術を構築することを目的に、五つグループの横

断的連携により研究を推進した。 

高分子グループ：光に応答して可逆的にキラル反転するキラル液晶を開発して、これを不斉場とし

て、赤緑青白(RGBW)の CPL らせん状共役ポリマーを合成し、そのヘリシティの自在制御を実現

した。3種類の新規フルオレン誘導体およびその混合系は、キラル液晶中で高い非対称性因子ｇ

値（0.5–1.0）と量子収率（62–94%）の CPLを示した。 

低分子グループ: ナフタレン、ピレン、カルバゾールのキラル二量体を基本単位とし、様々な方向

に積層化した化合物を合成した。ビナフトールの 8,8’位にメチル基やフェニルエチニル基を持つ

化合物、および部分重なり型のキラルカルバゾロファンの合成と機能化を達成した。また後者の g

値は 9 ×10−3 であった。 

評価グループ：高発光効率の 5種類のアキラルなペロブスカイト量子ドットに対して、溶液中で外

部磁場を印加し CPLを発現させた。磁場の方向を変えることで CPLの回転方向を反転させた。

ペロブスカイト量子ドットの組成を変えると、CPLの波長は青色から赤色へと 300nm以上変わるこ

とを明らかにした。 

デバイスグループ：6 種類の新規デバイスと CPL 材料の開発を行った。①アキラルな発光性ポリマ

ーにキラルドープしたデバイスの開発、②凝集誘起増強発光を示す Zn 錯体の開発、③近赤外り

ん光 CPL 材料を用いた円偏光-有機発光ダイオード(CP-OLED)の開発、④熱活性遅延蛍光材料

およびエキシマー発光性白金錯体を用いた磁気円偏光-有機発光ダイオード(MCP-OLED)の開

発、⑤円偏光発光を生み出す面不斉[2.2]パラシクロファンキラル誘起添加剤の開発。 

理論グループ：π拡張カチオン性アザヘリセンを合成し、そのキラル特性評価と理論解析を行っ

た。アザヘリセニウムは有機溶媒および水に可溶であり、広範な可視光吸収とオレンジ～赤色の蛍

光発光が特徴的である。水溶液中における CPLのｇ値は 690 nmにおいて 6.0 × 10−3に達した。 
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